
姫新線ワーキングチームの活動状況

令和６年１０月３日

姫新線WT
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津山市・新見市・真庭市・美作市・勝央町
岡山県・備中県民局・美作県民局

ＪＲ西日本岡山支社



WT会議の開催状況
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■第１回WT（令和４年１０月２８日）

■第２回WT（令和５年 １月１６日）

■第３回WT（令和５年 ５月１７日）

■第４回WT（令和５年 ８月 ８日）

■第５回WT（令和５年１０月１０日）

■第６回WT（令和６年 ７月２５日）
・利用促進策の検討 等



利用促進策の検討
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○令和６年度の取組方針
＜高校生に向けた取組＞
①高校生へのアンケート調査
・高校生にターゲットを絞って通学方法等の現状を調査
・家族の送迎により通学している高校生の「鉄道を利用しない理由」や「どうしたら鉄道を
利用するか」を把握

②沿線高校に通う学生との連携
・沿線高校に通う学生と連携した取組を実施することで、鉄道に対して関心を持ってもら
い、マイレール意識の醸成を図る。
【参考事例】
オリジナル姫新線車内路線図（兵庫県立龍野北高等学校総合デザイン科の生徒が作成）



利用促進策の検討
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○令和６年度の取組方針

＜日常利用を促進する取組＞

①鉄道の活用方法を呼びかける広報

・具体的な日時や乗換案内、所要金額を目的地の情報とともにチラシ等で提案

・休日の「お出かけ」や平日の「飲み会」を想定

②公共交通機関の時刻表の作成・配布

・ＪＲ、バスの時刻やデマンド交通等の利用方法を網羅したものをイメージ

【今後の進め方】

具体的な取組を決定し、実施に向けて調整していく



■ＡＩを活用した予約型乗合交通（ＡＩデマンド交通）「のるイコつやま」の実証実験
二次交通としての利用促進（坪井駅、美作千代駅、院庄駅）

■公共交通乗り方教室（通年）
地域の公民館や公会堂で公共交通の乗降の仕方、運賃の支払い方法等について座学や実際乗車
し、目的地まで行く乗車体験等を実施し、利用促進を図る。

■つやまシェアサイクル「ごんちゃり」の導入
津山駅や東津山駅等９箇所に貸し借りができるポートを設置、３５台配置している。
駅からの二次交通や市内の周遊で利用がある。

その他の取組（令和６年度）

5

○津山市

「のるイコつやま」利用風景 公共交通乗り方教室
配布資料

つやまシェアサイクル
「ごんちゃり」



■新見市鉄道利用促進事業の実施
•官民連携組織である新見市鉄道利用促進協議会において、鉄道の利用促進イベント、新
見市オリジナルICOCAを活用した利用促進、新見駅と連携した取組などを行う。

・新見市内３路線２０２５年鉄道カレンダー作成・配布
鉄道の魅力を伝える写真・イラストを募集し、鉄道カレンダーを作成・配布

・芸備線・姫新線利用促進事業「運賃の一部を『にーみんポイント』で還元します！」
旅行等でJR芸備線・姫新線を利用した方を対象に、運賃の一部を補助

・JR芸備線・姫新線に乗って応援キャンペーン「乗降スタンプを集めて素敵な賞品をＧＥＴしよう！」
新見駅発着の芸備線・姫新線を複数回利用することで賞品へ応募

・３人グループを作って鉄道に乗ろう！
新見駅発着の鉄道を３人グループで利用し、賞品へ応募

その他の取組（令和６年度）
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○新見市



■公募型鉄道利用促進事業
市民団体等が自ら企画実施する事業を公募し、提案団体へ委託して実施
今年度は２団体を採択
・新見市哲西牧水顕彰会
・（一社）新見市観光協会

■予約型乗合タクシーの運行
２次交通の充実

AI配車予約システムの導入

■高校生通学費助成事業

市内の高等学校へ公共交通機関を利用して通学している

生徒の通学定期券購入費を助成

通学定期券購入金額の２分の１

■新見駅前駐車場・駐輪場再整備
新見駅前駐車場・駐輪場の再整備を実施
ICOCA及び新札対応の精算機に更新

その他の取組（令和６年度）
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○新見市



その他の取組（令和６年度）
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○真庭市

■利用促進イベントの開催
姫新線を市民共有の財産・地域資源と位置付け、地域の多彩な関係者とと

もに危機感の共有や利用意識の醸成につながるイベントを実施

■JR姫新線に関する補助事業
・団体利用者乗車券購入費補助金
家族や友達など、5人以上の団体で姫新線を利用するとき、
運賃の一部を補助
・社会学習利用助成事業補助金
学校や園などが社会学習の一環として姫新線を利用するとき、
運賃の全部を補助
・イベント支援事業補助金
姫新線を活用した地域振興に資するイベントを主催するとき、
開催費用の一部を補助

美作落合駅の賑わい 姫新線に乗って会場を巡る



その他の取組（令和６年度）
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○真庭市

■中国勝山駅開業100周年記念事業
2025年に開業100年を迎える中国勝山駅の駅舎内を

勝山高校生のアイディアと真庭産無垢材を活用し、新たな
空間を創造する。
あわせて、2025年3月に記念式典を開催

■ＪＲ西日本の株式購入
地方鉄道をネットワークとして守るために株主として資本参加し、その立場から責任を負うことで、ＪＲ
西日本との関係性を深め、姫新線の存続や利便性向上の取り組みを強く推進するため株式を取得

■駅舎衛生環境整備事業
久世駅、月田駅、富原駅の駐輪場の
老朽・損傷箇所を改修
美作落合駅の駅前駐車場を舗装

老朽化した久世駅駐輪場

シン・駅舎空間のイメージ



その他の取組（令和６年度）
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○美作市
■令和６年度 美作市公共交通機関利用促進事業
岡山県美作ラグビーサッカー場で行われる女子サッカーチーム「岡山湯郷Bell」のホームゲーム観戦と、

JR利用を組み合わせ鉄道利用促進を図る。

《林野駅までの便利なアクセスの一例》 

（1） 岡山方面から（津山・姫新線） 

【往路】岡山駅8:21発 → 津山駅9:51着－9:56発(乗換)→ 林野駅10:19着 

【復路】林野駅16:38発 →津山駅17:04着－17:28発(乗換) → 岡山駅19:04着 

（2） 姫路方面から(姫新線)  

【往路】姫路駅9:50発 → 播磨新宮駅10:23着(乗換)10:27発 → 佐用駅10:57着(乗換)11:04発 → 林野駅11:38着 

【復路】林野駅16:51発 → 佐用駅17:27着(乗換)17:34発 → 播磨新宮駅18:03着(乗換)18:11発 → 姫路駅18:42着 

 

《申し込み方法 ①》Ｆ Ａ Ｘ 用 参 加 申 込 票 （2024年 9月 20日(金)17:00締切） 

送付先：美作市市民部くらし安全課あて       （FAX番号：０８６８－７２－８０９１） 

①住所 

〒     －             都･道･府･県             市･町･村 

番地       

(ﾏﾝｼｮﾝ・ｱﾊﾟｰﾄ名、部屋番号もご記入ください。） 

②参加者 

 氏  名 住  所 性別  

１   男・女  

２   男・女  

３   男・女  

③電話番号 自宅(      )     — 携帯(      )     — 

④乗車路線 津山線 ・ 姫新線 ・ 因美線 ・ 芸備線 ・ その他（           ） 

⑤乗車駅 駅名：        （列車の運行上、乗車駅を把握する必要がありますのでご記入ください。） 

《申し込み方法 ②》岡 山 申 請 ナ ビ（2024年 9月 20日(金)17:00締切） 

パソコンの場合は次のＵＲＬからお申込みください。 

https://apply.e-tumo.jp/city-mimasaka-okayama-u/offer/offerList_detail?tempSeq=40473 

スマートフォンの場合は右のＱＲコードからお申込みください。 

 

※ 当選者には、後日引換券を送付しますので、当日は必ずご持参ください。 
【 問い合わせ先 】 

〒707－8501 岡山県美作市栄町 38-2  美作市役所市民部くらし安全課 
TEL：0868‐72‐5202  FAX：0868‐72‐8091   E-mail：kurashi@city.mimasaka.lg.jp 

 

「tabiwa森の芸術祭 2デイパス」で利用できる公共交通 

岡山駅から森の芸術祭開催エリアまでのアクセス

を含む現地での周遊に便利な JR と路線バスがセット

になったおトクな周遊パスです。「森の芸術祭鑑賞

パスポート（一般）」がセットになった便利なタイプ

もあります。 

おねだん（おとな１名様、税込） 

 ※こども用の設定はありません  

tabiwa 森の芸術祭２デイパス ：2,500 円 

tabiwa 森の芸術祭２デイパス（鑑賞パスポート付）：4,500 円  

※芸術祭鑑賞パスポートは一般用のみとなります。 

・発売期間：2024 年８月 28 日（水）～2024 年 11 月 23 日（土） 

※ご利用開始日の１ヶ月前からご利用開始当日まで発売  

・利用期間：2024 年９月 28 日（土）～2024 年 11 月 24 日（日）の連続する２日間 

※2024 年 11 月 23 日（土）ご利用開始分まで発売 

・特急列車や観光列車をご利用の際は別途特急券や座席指定券などの料金券が必要です。 

・周遊パスのご購入・ご利用はスマートフォンのみからになります。 



その他の取組（令和６年度）

11

○勝央町
■「ガンダムマンホール」を勝間田駅に設置
→チラシを作成し、併せて鉄道の利用促進をPR

■鉄道をテーマに「フォトコンテスト」を開催（～11月末）
→チラシを作成し、鉄道の利用促進をPR


